
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立熊谷西高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科・理数科 
R5.5.1 

生徒数 

(男) 436 

(女) 468 
計 904 

アクセス 
ＪＲ高崎線籠原駅から徒歩１５分、秩父鉄道大麻生駅から自転車１５分 

籠原駅は、上り始発列車多数あり。帰りは必ず座れ、南部からの通学もラクラクです。 

＜目指す学校像＞ 

「生徒の力を最大限に伸ばす県北が誇る進学校」 

＜教育課程等＞※１ 

・５５分授業により平日５日間で３４単位確保 

・令和元年度から５年間文部科学省スーパーサイエンスハイスクール指定 

・全生徒の科学的資質の向上と理数科を核とした高度な科学技術系人材の育成 

・アクティブ・ラーニング、探究活動、論文作成による学力養成 

・「課題研究」の全校実施により科学的思考力・問題解決力を育成 

・毎日３０分の朝学習による自主自律の学習習慣の確立 

＜本校が求める生徒＞※２ 

・何事にも好奇心・探究心を持ち真面目に取り組める生徒 

・失敗を恐れずにチャレンジ精神を持てる生徒 

＜学校行事＞ 

勉強・部活動に加え、学校行事も「全力さわやか」に取り組むのが熊西流です！ 

・西高祭（文化祭） 土日２日間で４千名以上来校 ３年生のクラス劇は見もの 

・ブリティッシュヒルズ英語研修合宿・ＮＺ姉妹校とのホームステイ交流・理数科２年臨海実習 

・校内英語スピーチコンテスト・校内百人一首大会・持久走大会（熊谷スポーツ文化公園利用） 

・体育祭・修学旅行・球技大会など 

＜部活動＞ 

部活動加入率９０％超で、文武両道を実現。部活動でも高い目標にチャレンジする勇気を育て、 

達成感や自信を持たせます。運動部１８団体、文化部１５団体 

・書道部・自然科学部・将棋部 R5 全国総文祭（文化部のインターハイ）出場 

・美術部 R5 はんが甲子園全国大会１０年連続出場 

・多くの運動部で県大会出場、地区大会上位入賞 

＜家庭・地域との連携＞ 

地域社会に貢献する生徒の主体的な活動等を通して、品格や勇気を養います。 

・通学路清掃ボランティア・PTA 通学路パトロール・献血キャンペーン協力 

・熊谷市外国人日本語スピーチ大会審査員派遣 

・高大連携講座（埼玉大、東北大、埼工大、女子栄養大、日本薬科大） 

進

路 

R5.3 

卒業生 
四大 ２９６人 短大 ３人 専門 ８人 就職 ２人 

傾向 

志を高く持たせ最後まで諦めさせない進路指導を実践しています。 

・国公立大学に現役 ６４人合格 

・早慶上理 GMARCH 関関同立（難関私立大学）に現役 ８３人合格 

・現役大学進学率  ９１．９％ 

・西高卒業生は地域のあらゆる場面で活躍し、社会を支えています！ 

 



サイエンスマインドを育てる
探究活動、論文作成、発表会

ＳＳＨ／プレゼンテーション研修
大学・企業・研究施設等との連携

文武両道 部活動の充実
土曜日の活用

模試・自習室・部活動
計画的な学習

第一志望現役合格を叶える教育課程 受験を見据えた学校設定科目

自ら進んで
学習する
習慣を確立

勉強と部活動
を両立し、

高い志を維持

国公立大学を
はじめとする
第一志望
現役合格

埼玉県立熊谷西高等学校 育成方針（ｸﾗﾃﾞｭｴｰｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ） 各学年終了時には…

規律と品位ある
高校生活

高い志の育成

学力の向上

進路の実現

国や地域を支える
リーダーに

５月 校外学習（芸術鑑賞会等）
６月 体育祭
７月 球技大会／理数科臨海実習

籠原クリーンアップ美化活動
英語スピーチコンテスト
ブリティッシュヒルズ研修

８月 国際交流(NZへ隔年)
９月 西高祭（文化祭）／ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙ

国際交流(ＮＺから隔年)
11月 修学旅行／持久走大会
１月 百人一首大会
２月 生徒研究発表会
３月 球技大会

多彩な学校行事

● 全国高等学校総合文化祭等の
全国大会出場

● 県大会出場・地域大会上位入賞多数

部活動加入率９０％以上
運動部１８・文化部１５

生徒間・学科間・
学年間・学校間・
大学、研究機関
との連携に拡大

探究の熊西
熊西学びの双方向ラインKN-Line 構想

発信

学び

学び

発信

主体的に取り組む態度
思考力・発信力の醸成

１年生 ２年生 ３年生

ｽﾀー ﾄｱｯﾌ゚
学習講座

きめ細かな個人面談 主体的学習の定着

５５分授業
毎日＋30分
週３時間相当週授業時数３４単位 朝学習３０分

毎日＋30分
週３時間相当


